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市
か
ら
の

お
知
ら
せ

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
赤
十
字
の
活
動
に
ご
支
援
を

福
祉
総
務
課（
内
線
３
５
７
２
）

　

赤
十
字
活
動
へ
の
支
援
金
を
募

集
し
ま
す
。
集
め
ら
れ
た
支
援
金

は
、
世
界
各
地
で
救
護
を
必
要
と

し
て
い
る
人
々
へ
の
支
援
の
た
め

の
活
動
資
金
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

市
内
各
自
治
会
役
員
や
赤
十
字

奉
仕
団
員
が
各
家
庭
や
事
務
所
を

訪
問
し
て
い
ま
す
の
で
、
赤
十
字

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て

環
境
保
全
課（
内
線
３
２
１
２
）

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

ご
み
は
食
品
ロ
ス
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
農
林
水
産
省
に
よ
る

と
、
日
本
の
食
品
ロ
ス
は
年
間

約
６
３
２
万
ト
ン
（
平
成
��
年
）

も
発
生
し
て
お
り
、
世
界
全
体
の

食
糧
援
助
量
（
年
間
約
３
２
０
万

ト
ン
）
の
約
２
倍
に
匹
敵
し
ま
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
は
ご
み
量
削
減
だ

け
で
な
く
、
今
ま
で
捨
て
て
い
た

食
料
に
新
た
な
使
い
道
を
付
与
す

る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
は

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

１
．
食
材
を
「
買
い
す
ぎ
ず
」「
使

い
切
る
」「
食
べ
き
る
」

２
．
残
っ
た
食
材
は
別
の
料
理
に

活
用
す
る
。

３
．
期
限
の
違
い
を
理
解
す
る
。

・「
消
費
期
限
」
＝
食
べ
て
も
安
全

な
期
限

・「
賞
味
期
限
」
＝
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
期
限

４
．
外
食
時
の
食
べ
残
し
を
防
ぐ
。

　

一
般
家
庭
に
お
い
て
は
過
剰
除

去
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う

し
て
も
発
生
し
て
し
ま
う
生
ご
み

は
堆
肥
化
も
検
討
く
だ
さ
い
。
市

で
は
生
ご
み
処
理
機
器
に
対
す
る

補
助
金
も
あ
り
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料

徴
収
指
定
店
の
指
定
に
つ
い
て

環
境
保
全
課（
内
線
３
２
１
２
）

　

浦
添
市
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数

料
徴
収
事
務
委
託
に
関
す
る
規
程

に
基
づ
き
、
次
の
３
者
が
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

株
式
会
社 

ジ
ー
マ
ッ
ク
ス

☎
（
８
７
５
）
３
７
７
７

有
限
会
社 

協
栄
商
事

☎
（
８
７
７
）
１
１
８
２

株
式
会
社 

タ
カ
ダ

☎
（
８
７
５
）
３
１
２
１

【
指
定
期
間
】

平
成
��
年
４
月
１
日
～
平
成
��
年

３
月
��
日
（
２
年
）

■
は
じ
め
よ
う
！
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン　

～
今
年
の
夏

は
涼
し
く
過
ご
し
て
、楽
し

く
節
電
～

環
境
保
全
課（
内
線
３
２
２
１
）

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は

　

建
物
の
壁
面
や
窓
等
を
、
つ
る

状
の
植
物
で
覆
う
よ
う
に
育
て
て

作
る
「
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
植

物
の
カ
ー
テ
ン
」
で
す
。

そ
の
効
果
は

① 

建
物
へ
降
り
注
ぐ
日
差
し
を
吸

収
し
室
温
上
昇
を
和
ら
げ
ま
す
。

②
蒸
散
作
用
で
涼
し
く
な
り
ま
す
。

③
エ
ア
コ
ン
の
使
用
が
抑
え
ら
れ
、

省
エ
ネ
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

日差しを吸収

　

皆
さ
ん
も
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
を
育
て
て
、
や
さ
し
い
日
差
し

の
も
と
で
エ
コ
ラ
イ
フ
を
満
喫
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
平
成
��
年
度
浦
添
市
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

建
築
営
繕
課

（
内
線
４
６
２
１・４
６
２
２・４
６
２
３
）

　

浦
添
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
と
は
、
住
宅
の
質
の
向

上
、
経
済
の
活
性
化
な
ら
び
に
雇

用
の
安
定
お
よ
び
確
保
を
図
る
た

め
、
自
己
の
居
住
す
る
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
市
民
に
対

し
、補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
で
す
。

補
助
対
象
者

　

次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た

す
人
と
な
り
ま
す
。

①
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
人
で
、
現
に
本
市
に

居
住
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
介
護
保
険
法
に
よ
る
居
宅
介
護

（
介
護
予
防
）
住
宅
改
修
費
の
支
給

を
受
け
て
い
な
い
（
当
該
支
給
限

度
額
を
超
え
る
工
事
を
行
う
場
合

を
除
く
）
こ
と
。

③
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
」
に
よ
る
住
宅
改
修
費

の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
（
当
該

支
給
限
度
額
を
超
え
る
工
事
を
行

う
場
合
を
除
く
）
こ
と
。

④
生
計
維
持
者
お
よ
び
住
宅
所
有

者
が
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
等

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
国
、
県
ま
た
は
本
市
の
他
の
制

度
に
よ
る
補
助
ま
た
は
扶
助
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
（
当
該
補
助
又

は
扶
助
の
対
象
外
と
な
る
工
事
を

行
う
場
合
を
除
く
）。

補
助
対
象
住
宅

　

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
は
、

市
内
の
建
築
後
１
年
を
経
過
し
て

い
る
住
宅
で
、
次
に
掲
げ
る
住
宅

と
な
り
ま
す
。

①
補
助
対
象
者
が
所
有
す
る
住
宅

②
借
家
・
共
同
住
宅
（
住
宅
の
所

有
者
が
工
事
を
承
諾
す
る
場
合
に

限
る
）

　

補
助
対
象
住
宅
に
つ
い
て
は
、

居
住
部
分
を
補
助
の
対
象
と
し
、

共
同
住
宅
の
共
用
部
分
ま
た
は
非

居
住
部
分
（
店
舗
、
事
務
所
、
車
庫
、

倉
庫
等
）
に
つ
い
て
は
、
補
助
の

対
象
と
し
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
工
事

　

総
工
事
費
が
総
額
��
万
円
（
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
額
を

含
む
）
以
上
の
工
事
で
あ
っ
て
、

次
に
掲
げ
る
工
事
と
な
り
ま
す
。

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

②
省
エ
ネ
改
修
工
事

③
住
宅
の
耐
久
性
等
を
向
上
さ
せ

る
改
修
工
事

　

工
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
業
者
と
な

り
ま
す
。

①
本
市
に
本
社
が
あ
る
法
人 

②
本
市
に
事
務
所
を
有
し
、
か
つ

本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
個
人

補
助
金
の
額

　

補
助
金
の
額
は
、
総
工
事
費
の

��
％
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に

千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
補
助
金
の
額
が
��

万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
��
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。 

申
込
期
間

　

６
月
１
日
（
木
）
～
��
日
（
金
）

ま
で

申
込
方
法

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
検
索

し
て
く
だ
さ
い
（
建
築
営
繕
課
、

浦
添
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
）。

■
製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

「
平
成
��
年
工
業
統
計
調

査
」へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

企
画
課

（
内
線
２
５
１
５
・
２
５
１
６
）

　

平
成
��
年
工
業
統
計
調
査
（
経

済
産
業
省
所
管
）
を
６
月
１
日
現

在
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

く
国
の
基
幹
統
計
と
し
て
毎
年
実

施
さ
れ
、
我
が
国
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
工
業
に
関
す
る

施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
り
、
５
月

か
ら
６
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。

　

年
度
始
め
の
お
忙
し
い
時
期
で

は
あ
り
ま
す
が
、
製
造
業
を
営
む

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
さ
れ
た
事
項
は
、

統
計
を
作
る
た
め
だ
け
に
用
い
ら

れ
、
そ
の
他
の
目
的
に
使
わ
れ
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
大

切
な
お
知
ら
せ

市
民
課

（
内
線
３
１
１
１
～
３
１
１
６
）

　

平
成
��
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
月
１
万
６
４
９
０
円
で
す
。

こ
ん
な
時
は
加
入
の
手
続
き
を

　

��
歳
に
な
っ
た
人
、
退
職
さ
れ
た

人
、
パ
ー
ト
な
ど
の
収
入
が
増
え
て

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
人

保
険
料
免
除
に
つ
い
て

　

仕
事
を
退
職
し
て
収
入
が
少
な

く
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
２
年
ま
で
免
除
申
請
が
可

能
で
す
。
平
成
��
年
度
の
免
除
申

請
は
７
月
か
ら
受
付
開
始
し
ま
す
。

　

学
生
の
人
は
在
学
期
間
中
納
付

を
猶
予
で
き
ま
す
。
平
成
��
年
度

の
学
生
納
付
猶
予
の
受
付
は
４
月

か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

■
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

書
を
発
送
し
ま
し
た
。

市
民
税
課

（
内
線
２
２
１
１
・
２
２
１
２
）

　

５
月
１
日
（
月
）
に
軽
自
動
車
税

の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
納
期
限
は
５
月
��
日

（
水
）
で
す
。
期
限
内
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
地
域
に
よ
っ
て
は
到
着

ま
で
に
２
～
�
週
間
程
度
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
２
～
�
週
間

経
っ
て
も
納
税
通
知
書
が
届
か
な

い
場
合
は
市
民
税
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
、

減
免
制
度
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
平
成
��
年
度
か
ら
、
重
課
制
度
、

グ
リ
ー
ン
化
特
例
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

■
事
業
主
の
皆
様
へ
個
人

住
民
税
の
特
別
徴
収
一斉
指

定
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

市
民
税
課

（
内
線
２
２
１
３
～
２
２
１
６
）

　

平
成
��
年
度
か
ら
沖
縄
県
と
県

内
��
市
町
村
は
、
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
義
務
者
の
一
斉
指
定
を

実
施
し
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
が
所
得

税
の
源
泉
徴
収
と
同
じ
よ
う
に
、

従
業
員
（
納
税
義
務
者
）
に
代
わ
り
、

毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら

個
人
住
民
税
を
給
与
天
引
き
し
、

納
入
す
る
制
度
で
す
。
事
業
主
は

特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
、
法
人
・

個
人
を
問
わ
ず
、
全
て
の
従
業
員

に
つ
い
て
個
人
住
民
税
を
特
別
徴

収
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
別

徴
収
は
、
従
業
員
に
と
っ
て
は
毎

月
の
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
た

め
納
め
忘
れ
が
な
く
、
�
年
分
の

税
額
を
��
回
に
分
け
る
の
で
、
年

４
期
の
普
通
徴
収
と
比
較
し
て
１

回
の
納
付
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
と
違
い
、
事
業
所

で
の
税
額
計
算
は
不
要
で
す
。

■
お
子
さ
ん
の
発
達
で
気

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

福
祉
給
付
課　

障
が
い
者（
児
）

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
線
３
５
６
８
・
３
５
６
９
）

　

発
達
障
が
い
と
は
、
通
常
低
年

齢
に
お
い
て
発
現
す
る
脳
機
能
の

障
が
い
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
未
だ
原
因
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
周
囲
の

環
境
が
直
接
の
原
因
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
社
会
で
の
生
活
に
悩
み
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
ケ
ー
ス
が

み
ら
れ
ま
す
。
幼
少
時
に
適
切
な

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た

場
合
、
結
果
と
し
て
社
会
に
上
手

く
適
応
で
き
ず
、
不
安
や
無
力
感

が
増
大
し
、
ひ
き
こ
も
り
等
の
行

動
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
（
二
次
障
が
い
）。
そ
の

た
め
早
期
に
支
援
を
受
け
る
こ
と
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ҏ૆公ຽؗ ޙޕ 1��� ʙ ޙޕ 1��� ҏ૆3�3���
຀港྘஍ ޙޕ ���� ʙ ޙޕ ��3� 港઒1�3�ೖޱ෇近
຀港公ຽؗ ޙޕ ���� ʙ ޙޕ ���� ຀港1����

�݄��೔	೔


௩公ຽؗܦ લޕ 9��� ʙ લޕ 9��� ௩1�1��1ܦ
άϦーンϋイπ公ຽؗ ����લ1ޕ ʙ �લ1��3ޕ લా�����19ࣈ
લా࣏ࣗ会ؗ ����લ1ޕ ʙ ���લ11ޕ લా1�����
੢ݪ公ຽؗ ޙޕ 1��� ʙ ޙޕ 1��� ੢��11ݪ��
浦੢公ຽؗ ޙޕ ���� ʙ ޙޕ 3��� ੢�����1ݪ
౰ࢁ公ຽؗ ޙޕ 3��� ʙ ޙޕ ���� ౰��3ࢁ���

�݄�೔	೔


୔ሻ公ຽؗ લޕ 9��� ʙ લޕ 9��� ୔ሻ1�31�1
大ฏ公ຽؗ �લ1��1ޕ ʙ �લ1��3ޕ 大ฏ1�1���
大ٶ公Ԃ ����લ1ޕ ʙ �લ11�1ޕ ���৓ٶ
৓公ຽؗٶ �લ11�3ޕ ʙ ���લ11ޕ ৓�����3ٶ
内ؒ公ຽؗ ޙޕ 1��� ʙ ޙޕ 1��� 内ؒ3�1��1
੎理٬公ຽؗ ޙޕ ��1� ʙ ޙޕ 3��� ੎理٬��19���
஥੢公ຽؗ ޙޕ 3��� ʙ ޙޕ ���� ஥੢1�3�11

�݄11೔	೔
 市໾ॴཪ立ମறं৔
લޕ 9��� ʙ ���લ11ޕ

҆೾஡1�1�1
ޙޕ 1��� ʙ ޙޕ ����

˞ಈ෺පӃで΋༧๷஫ࣹをडけることがで͖ます。

　̍�̍ ϲ݄Ҏ内に΄かのϫΫνン઀छをडけた、またはମ
ௐにෆ҆が͋る৔合は主࣏ҩの्ҩࢣに૬ஊする。
�。をटྠに෇けてくるࡳؑ̎　
　̏໰਍ථはՈでهೖしࢀ࣋してくͩ͞い。�
　̐ඞͣ手ߝʢϦードʣを෇け、ݘを੍ޚで͖る人が࿈Εてくる。�
　ʢ伵ΉڪΕの͋るݘはඞͣྠޱを૷ணͤ͞てくる。ʣ
する。ʣࢀ࣋౳΋ࢴまͤてくる。ʢビχールା、νϦࡁをਗ਼ܿにしฅ೘をݘ̑　
　̒஫ࣹ̎ޙ ʙ̏ ೔はܹしいӡಈやシϟンプーはͻか͑る。�

อશ՝（内ઢ3��6）ڥ؀
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